
     
 
 
 
   

 組合員、組合関係各位 
 
 
 
 
 
    
 

● 前回報（R5.2.24付・第29報）から約6か月。この間、新型 

コロナウイルス感染症の扱いは大きく変わりました(Ｐ３）。 

しかし、５類に移行したからといって、新型コロナウイルス 

の感染力・重症化リスク等が変わった訳ではありません。今回 

報では「現在の状況」・「個人としての注意点」・「新型コロナ対 

策」の３点をお伝えします。 
 
● 全国では、令和5年4月以降、緩やかな増加傾向が続き、現在 

は横ばい(厚生労働省ＨＰ／R5.8.21現在）。今から2か月前、政府分科会の尾身会長は、岸田総理 

に面会（R5.6.26）した後「地域で差はあるが、全国的には微増傾向にあると思われる。第９波が 

始まっている可能性がある」と発言しています。注意が必要！ 
 
● 令和5年8月9日（水）、厚生労働省は、都道府県等の衛生主管部(局)へ「新型コロナウイルス感染 

症に関する住民への注意喚起等の目安」を事務連絡（要旨下記）しました。 

 

 

 

 

 

 

 
     
 

令和5年第30週 (R5.7.24〜7.30) 

県全体の定点医療機関当たり患者数 

が「16.92人」。県独自の「感染拡 

大警報」発令基準を超えたので8月 

4日（金）、「感染拡大警報」を発令。 

さらに、第31週（R5.7.31〜8.6) 

は「17.42人/定点」。引き続き「感 

染拡大警報」発令を継続。 
     
         しかし、第 32週(R5.8.7〜8.13)は 

「15.81人/定点」。「感染拡大注意 

報」へ引き下げられた。 

 

 
 
 

 
  国の情報は「内閣官房広報室ＨＰ」から！ 

 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho 
 /coronavirus.html  
 静岡県内の情報は「静岡県ＨＰ」から！ 

http://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19.html 

 

 

  

 組合速報 
 コロナ第30報 

2023年 8月 21（月）12時 
 静岡県消防設備保守点検業 
 協同組合（理事長 西川和宏） 

★ 5月8日 (2類→5類) 以降は？ 

 
新規患者数は、４月以降緩やかな増加傾向にあり、5類移行後も11週連続で増加が継続。直近 

では、全国の定点当たり報告数が15を超え、地域別でも42都府県で前週より増加傾向にある。 

（略）このため、（略）各都道府県が住民等に注意喚起を行う際の参考となるタイミングの目安 

を暫定的に整理し事務連絡など。（略） 

 

 

 

－ １ － 

→ 第33週分はＲ5.8.25(金)公表予定  

静岡県の感染状況 

★ 厚生労働省の発表(8/17木)／全国約5,000定点医療機関・8/7-8/13 

  感染者数(全国) ＝ ６７,０７０人（対前週比▲１０,８６７人） 

  1医療機関当り ＝  １４．１６人 （ 同    ▲  １．６５人） 
横ばい(現在) 

 

1 現在の状況 ― 静岡県は「感染拡大注意報（県独自）」を発令中 ― 

     ｜                      ｜           ｜        ｜       ｜ 
    10/3          1/7           4/19       7/14     8/4 
                  9,475人／日        262／日     注意報   警報 

注意報レベル・・・感染者が急増する怖れがある状況 
警 報レベル・・・感染者の急増が続き、医療のひっ迫のおそれがある状況 

 

 



 
（1） 感染状況の把握・公表 

       令和5年 5月7日（日）をもって、感染者数の毎日の全数把握が終了。同年5月8日（月） 

以降は、あらかじめ指定した医療機関（県内 139か所・全国約5,000か所）による感染動向の 

把握（定点把握）に変更された。感染者数等については、週1回、国は木曜日、県は金曜日に 

1週間分の「感染者数」・「定点医療機関当たり患者数」を公表する。 
 
    静岡県；https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1053777/index.html 

 厚生労働省；https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00086.html 

 

（2） 医療状況・感染状況の評価レベル（静岡県独自の基準） 

 

 

 
         
        

    感染状況      医療状況 

 

感染拡大警報 

  (Ｒ5.8.4金～8.17木) 

 

 医療ひっ迫警戒レベル (レベル３) 

 

 医療ひっ迫注意レベル (レベル２) 

Ｒ5.7.28金～ 
 

感染拡大注意報 

  (Ｒ5.7.14金～8.3木) 

(Ｒ5.8.18金～ ) 

 

 医療通常レベル (レベル１)  

Ｒ5.3.4土～7.27木 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

静岡県は、「医療状況」については、５つの指標のうち4つの指標が目安値を超えたため、 

  県新型コロナウイルス感染症対策専門会議の意見も踏まえ、総合的に判断した結果、「地域 

や医療機関によっては医療のひっ迫が始まっている」状態と判断。令和5年 7月28日(金） 

から医療状況の評価レベルを「医療ひっ迫注意レベル（レベル 2）」に引き上げた。 

  また、「感染状況」については、発令基準（下表）に基づき、県全体評価レベルの発令を行 

う。令和5年7月14日(金）に「感染拡大注意報」を発令し、同年8月4日(金）には「感染 

拡大警報」を発令したが、 同年8月18日(金）に「感染拡大注意報」へ引き下げた。 

 

＜ 静岡県独自の感染拡大警報・注意報（発令基準）＞ Ｒ5.5.12（金）公表資料で確認 

－ ２ － 

        静岡県 

Ｒ5年（週） 

県全体  ※ 患者数は,１定点医療機関当たり 公表日 

 東部地域 中部地域  西部地域 

第32週 

8/ 7-8/13 

患者数   ２,198人    1,082人     527人     589人 8/18 

(金) 1医療機関    15.81人    21.64人    12.55人   12.53人 

第31週 

 7/31-8/ 6 

患者数    2,421人    1,130人      559人     732人 8/10 

(木) 1医療機関    17.42人    22.60人    13.31人   15.57人 

第30週 

 7/24-7/30 

患者数 ２,352人    1,124人      519人     709人 8/ 4 

(金) 1医療機関   16.92人    22.48人    12.36人   15.09人 

 

 

（3）直近の状況 Ｒ5.8.18（金）公表         ；警報   ；注意報 

       対象地域 

発令報 

県全体  ※ 患者数は,１定点医療機関当たり 

 東部地域  中部地域  西部地域 

感染拡大 警報  16.00人  20.00人  14.00人  16.00人 

同    注意報   8.00人  10.00人   7.00人   8.00人 

 
 



 

 

    
   ～令和 5年 3月 12日（日）まで「屋外は原則不要・屋内は原則着用」が 

    令和 5年 3月 13日（月）から「マスク着用は個人の判断」。      
   ≪周囲の方に感染を広げない≫ → マスクを着用しましょう！ 

    ・ 受診時、医療機関・高齢者施設等を訪問する時 

    ・ 通勤ラッシュ時など混雑した電車・バスに乗車する時   
   ≪自分を感染から守る≫ → マスク着用が効果的！ 

    ・ 重症化リスクの高い者が、感染拡大時に混雑した場所へ行く時 
    
      ★  本人の意思に反して、マスク着脱を強いることのないように！ 

      ★ 個人の判断が尊重されるよう配慮を！ 

      ★ 事業者の判断で、マスク着用を求める場合や、従業員がマスク着用している場合あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

● 概況 
・ 新型コロナウイルス感染症は、令和5年5月8日（月）から感染症法上の「5類感染症」 

に変更された。基本的に、季節性インフルエンザと同様の取扱い。 
  
＜変更のポイント＞ 
・ 感染者や濃厚接触者の外出制限がなくなり、外出を控えるかどうかは個人の判断。 

・ 医療費は、初診料以外にも自己負担が発生。 

 

 

★ 県民の皆様へ 
1 医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用する。 

2 体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスクを着用する。 

3 症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、学校や仕事を休んで、帰省・旅行も延期し療養を。 

4  咳・熱・のど痛などの症状が軽く持病のない若い方は、休日夜間の救急外来受診は控え 

て平日昼間に受診するか、市販薬で自宅療養を行う。 

4 人が集まる所では、十分な換気・できるだけマスク着用・手洗い励行。 

5 高齢者や持病のある方は、ワクチン接種を検討。 
 

 ※ 「近くに人がいない時」や「屋外にいる時」は、マスクは不要。 
 
★ 事業者・学校の皆様へ 

症状が軽く持病もない「市販薬等で対応可能な方」が、事業者等から「検査結果や診断書を

求められた」として、医療機関を受診するケースが少なからずある。県からは、外来医療のひ

っ迫を避けるため、感染まん延時は手続上必要な場合等を除き、検査や診断書取得を目的とし

た受診を従事者等に求めないようお願いする。 

 

２-２  個人としての注意点（全般） 静岡県ＨＰ／Ｒ5.8.18（金） 

２-1 個人としての注意点（マスク）（R5.3.13から）／厚生労働省ＨＰ 

 

３  新型コロナ対策 ―静岡県ＨＰより抜すい－ R5.7.5(最新)－ 

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053087/1053999.html － ５ － 

－ ３ － 



 

＜発熱等診療医療機関を引き続き公表＞ 
・ 5類移行後も、発熱者等が受診できる医療機関を「発熱等診療医療機関（※）」として引 

き続き公表。医療機関を受診する際は、あらかじめ電話をして受診。受診の際はマスクを着 

用するとともに、医療機関の指示に従ってください。  
 ※ https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053084/1024340.html 

 

1 外出自粛等 
（1）感染者 

・ 令和5年5月8日以降、行政から陽性者に対し外出自粛は求めません。 

・ 国では、感染させるリスクの高い「発症翌日から 5日間かつ症状軽快後 24時間経過 

するまでの間」は外出を控えることを推奨しています。 

・ 登校・出勤は学校・職場の指示に従ってください。 

・ 外出する場合、ウイルス排出可能性のある10日間は、マスク着用や、高齢者等重症 

化リスクの高い人との接触を控えるなど、周りの方にうつさないよう配慮をお願いし 

ます。 

（2）同居家族など 
・ 同居家族など、従来、濃厚接触者とされていた人も、行政が外出自粛を求めることは 

 ありません。保健所が、濃厚接触者を特定することもなくなります。 
 

 

 
 
 

（1）外来診療体制 → ＜発熱等診療医療機関を引き続き公表＞のとおり。 

（2）受診先の相談 
・ 発熱等の症状がある場合や新型コロナに罹患後に療養中に体調悪化した際には、まず 

 はコロナと診断を受けた医療機関やかかりつけ医へご相談ください。受診先・相談先に 

お困りの場合は、以下のコールセンターにご連絡ください。 

 

 

 

 

 
 

※ 
  
（3）自宅療養中の支援 

・ 行政から外出自粛を求めること無しに伴い、宿泊療養施設での受入れ、自宅療養中の 

食料支援や健康観察は令和 5年5月7日で終了。療養中に体調悪化した場合は、まずは 

新型コロナと診断を受けた医療機関やかかりつけ医へご相談ください。 

 

 ～令和5年5月7日（日） 令和5年5月8日（月）～ 

1 外来／自己負担あり 初診料 他 初診料、検査料、処方箋料、解熱鎮痛剤等の 

薬代 他 

2 外来／自己負担なし 検査料、処方箋料、新型コロナ

治療に必要な全ての薬代他 

新型コロナ治療薬の薬代（ラゲブリオ、ゾコ 

ーバ等） 

3 入院 原則、全額公費負担 ・最大2万円／月を公費負担 

・新型コロナ治療薬の薬代は全額公費負担 

   区  分 名   称  電話番号 

1 静岡市にお住まいの方 静岡市発熱等受診相談センター 054-249-2221 

2 浜松市にお住まいの方 浜松市新型コロナコールセンター 0120-368-567 

3 両市以外にお 

住まいの方 

受診先等の相談 静岡県発熱等受診相談センター 050-5371-0561 

その他の相談 静岡県新型コロナ対策企画課 054-221-2982 

2 医療費の自己負担 

（注）静岡県新型コロナ療養者支援センターは令和5年6月30日で運営終了。 

－ ４ － 

3 医療提供体制など 



 

（4）自己検査 
    ・ 市販の抗原定性検査キット等で陽性結果が出た場合でも、県が設置していた「自己 

     検査・療養受付センター」への登録は不要。 

       ・ 自己検査・療養受付センターは、令和5年5月7日(日)午前10時で受付を終了。 

 

4 感染状況の把握・公表  ＜Ｐ２参照＞ 

 

5 基本的な感染対策 
・ 令和5年5月8日以降は、日常における基本的な感染対策の実施についても、行政として 

一律に対応を求めることはなく、事業者や個人の判断になります。下表の「国の考え方」な 

どを参考に、各事業者の実情に応じて判断してください。  
対策例 国の考え方 

マスクの着用 
個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断 

※医療機関受診時などは着用を推奨 

手洗い等の手指衛生 
新型コロナの特徴を踏まえた基本的感染対策として、引き続き有効 

換気 

「三つの密」の回避 

人と人との距離の確保 

流行期において、重症化リスクの高い方は「三つの密」を避けることが

感染対策として有効 

入場時の検温 
一定の効果はあるものの、費用対効果や換気など他の対策との重複・代

替可能性などを勘案し、事業者において実施の要否を判断 
入口での消毒液の設置 

アクリル板などの設置 

※ 感染が急拡大している時期や、医療機関・高齢者施設など重症化リスクの高い方が、多い 

場面など、時期や場面によっては、これまでの取組を参考に感染対策を強化していくことが 

考えられます。 

 

６ ワクチン接種 
・ 5類以降後も「ワクチン接種は自己負担なし」で受けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    区   分  接種回数  接種時期 

・ 高齢者（65歳以上） 

・ 基礎疾患のある方 

・ 医療従事者 

・ 高齢者施設等の従事者 

  ２回 ・ 春夏（5〜8月） 

・ 秋冬（9〜12月） 

・ その他の方   １回 ・秋冬（9〜12月） 

 

 

 

－ ５ － 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 － ６ － 

    

＜緩やかな増加傾向、横ばい＞ 令和5年4月以降～R5.8月下旬／ 
→ R5.8.18(金)に県独自の「感染拡大注意報」に引き下げ 

➡ R5.8.9(水)、厚生労働省が事務連絡 「新型コロナウイルス感染症に関する住民への注意喚起等の目安」 

→ R5.8.4(金)、静岡県は県独自の「感染拡大警報」を発令（～R5.8.17木） 

→ R5.7.28(金)、県独自の「医療ひっ迫注意レベル（レベル2）」へ医療状況評価レベルを引上げ 

→ R5.7.14(金)、県独自の「感染拡大注意報」を発令（～R5.8.3木） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

➡ R5.6.26(月) に尾身分科会会長が「第9波が始まっている可能性あり」発言 

➡ R5.5.19 (金) に第19週(R5.5.8-5.14)発生状況等を公表（厚生労働省）＝週1回公表へ変更 

→ R5.5.8（月）以降は,感染症法2類が5類へ（1/28決定） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

→ R5.3.13(月）以降は「マスク着用が個人判断」へ（2/10決定） 
 

＜第8波＞ 令和4年10月下旬から令和5年2月上旬／ 
→ 1/7 県の新規感染者数が過去最多「９,４７５人」→1/27「医療ひっ迫防止対策強化地域」指定 

            → 9/26（月）全国一律で療養の考え方を転換。＝全数届出を見直した。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜第7波＞ 令和4年7月上旬から9月上旬／ 

        → 9/8（木）政府が「ウイズコロナに向けた新たな段階への移行の全体像を決定」 

→ 静岡県の新規感染者数はR4.8.24「７,９６９人」と過去最高を記録。 

→ 5/25第5回目ワクチン接種の開始～9/30 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜第6波＞ 令和4年新年からオミクロン株による感染拡大の波 

～Ｒ4.3月下旬／  
            → 11/30 アフリカ帰国者からオミクロン株感染を初確認（日本） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜第5波＞ 令和3年8月中旬をピークとする波～9月末／ 

→ 緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の全面解除＝Ｒ3.9.30 (木) 

→ 新規感染者がピーク(8/20)→静岡県にも発令(8/20〜9/3０)  
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜第4波＞ 令和3年4月下旬-5月中旬をピークとする波～6月下旬／  

→ 緊急事態宣言が沖縄県だけ6/21、一旦は沈静化 

→ 緊急事態宣言が4都府県(4/25)→ 2県(5/12)→ 3道県 (5/16) → 1県(5/23) に発令など 
 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜第3波＞ 令和3年1月をピークとする波～2月末／ 

→ 緊急事態宣言が4都県（1/7）や7府県（1/13）に発令 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜第2波＞ 令和2年8月上中旬頃をピークとする波～10月中旬／ 

→ 東京都等での感染増加（8月第1週ピーク） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜第1波＞ 令和2年4月下旬をピークとする波～6月中旬 ／ 

       → 緊急態宣言が7都県(4/7) → 全都道府県(4/16）発令へ拡大 
 
 
＜スタート＞ 令和2年1月6日 厚生労働省発表 「中国武漢市における原因不明肺炎発生」／ 

   
  

★Ｒ2.5.20 第26回組合総会 

 

★Ｒ3.5.19 第27回組合総会 

 

★Ｒ4.5.18 第28回組合総会 

 

★Ｒ5.5.17 第29回組合総会 

 

2020年東京オリンピック 

 Ｒ3.7/23〜8/8、8/24-9/5 

 

北京冬季オリンピック 

R4.2/4-2/20、3/4-3/13 

 R4.2.24 
ウクライナ侵攻 
 

参考-1 経過（Ｒ2.1.6～R5.8.21） － 3年8か月 － 

第5回ＷＢＣ ( ワールド・ベースボール・ 

クラッシック） Ｒ5.3/9－3/22 

（～2/10終了） 



 
 
00 0     
        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規陽性者数／ 日   静岡県 東京都 大阪府 全国 定点当り（世界計） 

Ｒ5年  8. 7－8.13／週 ２,１９８ ３,９３９ ３,０７８     ６７,０７０  14.16人  /定点 

     7.24－7.30／週 ２,３５２ ４,６１３ ４,３９９    ７８,５０２ 15.91人 /定点 

     6.19－6.25／週     ８０８ ２,５７７ １,５０６    ３０,２５５   6.13人 /定点 

     5.22－5.28／週   ３８９ １,６４７   ７９７ １７,８６４ 3.63人 /定点 

Ｒ5年5月 ８日(月)   ２６０ １,３３１       ５５２   ９,３１０  － 

  4月30日 (木)    １８４ ９７６     ４６０ ６,７５４  － 

3月31日 (金）   １３３   ８５４     ３１９   ６,７３９  － 

  2月28日 (火)    ３１５ １,１８１  １,００７ １４,６２５ ※１４１,００２ 

  1月31日 (火) １,５６５ ４,８６２  ４,２８９ ５７,２６４ ※１９３,１１０ 

Ｒ4年12月31日 (土) ３,３９８ １１,１８９  ６,９２９  １０７,４６５ ※４９４,２１９ 

     11月30日 (水) ３,８９１ １４,３９９  ６,６６７ １３８,４８５ ※４９８,８３５ 

    10月31日 (月) ６８４ ３,６８７   ２,４１５ ４０,６１１ ※３７３,３９７ 

       9月30日 (金) ９９２   ４,５５８   ２,６２６ ３６,６４６ ※４４９,０００ 

   8月31日 (水) 4,８９３ １５,４２８ １３,６７５ １６９,７５０ ７０４,８９１ 

           7月31日 (日)   ３,８４４ ３１,５４１   １６,４７３   １９７,７９２   ５５８,２５８ 

        6月30日 (木)     ４２３ ３,６２１   ２,１９３   ２３,４４２    ９１３,７６５ 

        5月31日 (火)      ５０５ ２,３５６   ２,３１４   ２２,００９    ３７６,２４３ 

     4月30日 (土)    ４３０ ２,９７８   １,１１２   ２５,１７０    ５９２,５４７ 

3月31日(木）  １,０５１ ８,２２０   ３,７３３   ５１,８８６    ２,０５４,７９５ 

        ２月28日 (月）     ８２６ ９,６２９   ４,６２５   ５１,３１８ １,０３８,２３９ 

          １月31日 (月）   ７７２ １１,７４３ ６,９４２   ６１,４５４ ２,１６９,０１７ 

Ｒ3年12月31日 (金)       ３       ７８         ７８ ５０６ ２,００５,８３８    
11月30日（火）        ２       ２０         １２        １３０ ６７８,６５９ 

     10月31日（日）        ０       ２１         ４５ ２２７ ３６４,７１１ 

９月30日（木）           １７       ２１９       ２６４ １,５７５ ４６６,５５０ 
        ８月31日（火） ４７９ ２,９２６      ２,３４６ １７,７１６ ７１８,８４８ 

７月31日（土） １６８ ４,１４３ １,０４０ １２,４２３ ７４２,６０８ 

（注-1）「世界計」の「※」は,月曜日累計を差し引き７で除した人数 

                     （注-2）資料出所は厚生労働省、ＮＨＫの新型コロナウイルス感染症ＨＰ 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考-2 新規感染者数等（第5波以降）／R3.7月～現在 

第8波 (R4.10月下旬～2月上旬) 

第9波の可能性 (尾身会長・R5.6.26発言) 

第7波（令和4年7月上旬から9月上旬まで） 

第5波（令和3年8月上旬をピークに9月末まで） 

第６波（オミクロン株による感染拡大)  R4.1月から3月上旬まで 

 

－ ７ － 

 

全

国 

Ｒ5.5.22－5.28以降は 
1週間の患者数／週 


